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 １ 

１－１ 開梱 
                                                        

梱包箱を開けましたら、以下の物がそろっている事を確認してください。 

          表１ 梱包内容一覧表 

Ｎｏ  品  名 数量 

 １  ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２本体    １ 

 ２  ソフトウエアＣＤ－ＲＯＭ    １ 

 ３  ＵＳＢコード    １ 

 ４  取扱説明書（本書）    １ 

 ５  保証書    １ 

 

・保証 

 本機は厳格な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備による故障 

 または輸送中の事故が発生した場合には、納入した代理店または当社までご連絡下 

 さい。 

 なお、ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２の保証期間は納入日から１年間です。 

 この間に発生した事故で原因が明らかに当社の責任と判断された場合には、無償修理 

 致します。 

 温度センサーや、接続コ－ド類は消耗品となりますので保証の対象にはなりません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 

１－２ ＬＴ－２００Ｓの操作釦とＬＥＤの機能 
                                                        

 電源ＯＮ 

納入時の状態は電源ＯＦＦです。 

電源ＯＮは一番右の Indicate 釦を押します。 

ブザー音とともにＬＴ－２００Ｓの機種とソフトウエアのバージョンを表示し 

ます。 

Ｒ－Ｔ付センサーを接続している場合Ｒ－Ｔ情報を自動で読み込みます。 

ブザー音のみで表示しない場合、あるいは何の応答もない場合は電池の消耗が 

考えられます。 

ＵＳＢコードを接続してから Indicate 釦を押して起動させます。 

＊注意 

 ＵＳＢコードを接続する前にパソコンにソフトウエアをインストールして、 

 ＵＳＢドライバーをインストールできるようにＣＤをセットした状態でＵＳＢ 

 コードを接続します。 

 ２－２章を参照してＵＳＢドライバーのインストールを行います。 

 電源ＯＦＦ 

中央 Select と右 Indicate の釦を両方同時に押すと電源がＯＦＦします。 

釦の押し方により表示がでますが、ＯＦＦと認識すると表示は消えます。 

電池が消耗した場合は自動的にＯＦＦします。 

電池が消耗した場合ＵＳＢケーブルを接続しなければ電源ＯＮできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計測（データの記録）の開始 

左 Measure の釦を押すと計測を開始します。 

計測前の準備状態ではチャンネルの数値が点滅し、計測になると点滅しません。 

 計測の停止 

計測中に Measure の釦を長めに押すと計測を停止します。 

表示は“Meas.Stop”となります。 

再度 Measure の釦を押すと計測を再開します。 

 
 



 ３ 

１－２ ＬＴ－２００Ｓの操作釦とＬＥＤの機能 
                                                        

 Indicate 釦の機能 

初期または計測停止の状態で Indicate 釦を押すと表示に選択肢がでます。 

・Sen.R-T Read  ‥‥‥ センサーが記憶しているＲ－Ｔデータ読み込み 

             校正済みＲ－Ｔデータを持ったチャンネル番号の 

             コロンは長くなります。 

・DataDelete   ‥‥‥ 記録したデータの削除（復元できません） 

             初期の準備状態にもどります。 

・Samp.RateD.   ‥‥‥ 下段に計測周期と記録できる時間を表示 

             周期の表示は秒が S、分が M、時間は H です。 

             記録時間は時間が Hr、日が Da、月が mo、年が Yr 

             になり、残りが少なくなるに従い自動で変わってい 

             きます。 

・ClockTimeD.   ‥‥‥ ＬＴ－２００Ｓの時計の時刻を表示 

             日の下位,時間２桁,分２桁,秒２桁で表示します。 

・StartTimeD.   ‥‥‥ 開始時間を表示 

             開始時間を指定してあれば ClockTimeD.と同じ形式 

             で表示します。 

             指定がなければ“StartTiNO”と表示します。 

Indicate 釦を押すと順次各項目が反転し選択されたことを示します。 

反転した項目を選ぶ場合は Select 釦を押します。 

 Select 釦の機能 

計測中でなく、Indicate 釦による選択状態でなければ、Select 釦を押すと計測 

周期が順次遅くなります。最も遅い２時間の次は最も早い５／秒に変わります。 

Select 釦を押し続けると自動的にサイクリックに変化します。 

時計の時刻や開始時間を表示している場合は、計測周期の表示に変わります。 

 動作ＬＥＤの機能 

温度または電圧を計測している時間ＬＥＤが点灯します。準備状態では２秒周期で点

滅します。 

計測状態で５／秒と２／秒では設定した周期で短い時間点灯します。 

１秒周期では１秒ごとに点灯。 

２秒以上では指定周期で計測時点灯し、周期の途中で１秒ごとに短く点灯します。 

長い計測周期でも動作が確認でき、正常に計測していることが判ります。 

ＬＥＤの動作を消すこともできます。 

 

 

 



 ４ 

１－３ ＬＴ－２００Ｓの外部との接続 
                                                        

 温度センサーの接続 

右側面に３.５φステレオプラグを接続できるジャックが８個あります。 

上から１チャンネルで順次８チャンネルになり、表示と同じ順序です。 

温度センサーは黒いジャックに接続します。 

 温度センサー自身が校正済みＲ－Ｔデータを持っている場合 

ＬＴ－２００用温度センサーはＲ－Ｔデータを持っています。 

この場合温度センサーを接続してから電源ＯＮして使い始めます。 

自動的にＲ－Ｔデータを読み込み校正した情報で温度に変換します。 

計測途中でセンサーを交換する場合は、計測を停止しセンサーを交換した後 

Indicate 釦で Sen.R-T Read を実行するとセンサーの校正情報を読み込みます。 

センサーの校正情報は個々に異なります、読み込んでから計測を行います。 

校正済み温度センサーのチャンネル番号のコロンは長くなります。 

 電圧信号の接続 

電圧信号は赤色のジャックに接続します。 

プラグ先端が電圧の＋極、中央のリングが電圧の－極、根元がシールド用の 

ＧＮＤになります。 

 ＵＳＢコネクター 

左側面にＵＳＢミニプラグ用の接続部があります。 

パソコンと最初に接続する時にＵＳＢデバイスドライバーをインストールします。 

接続には付属のＵＳＢケーブルを用います。 

 ＤＣプラグ 

急速充電用にＡＣアダプターを接続できます。 

電圧は５Ｖ用のみ、電流は０.５Ａ以上が必要です。 

充電プラグはＥＩＡＪ２です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５ 

１－３ ＬＴ－２００Ｓの外部との接続 
                                                        

 外部制御コネクター 

外部同期機能を用いて計測を制御、感性評価入力装置との接続、温度計測シス 

テムのユニットとして使用する場合に用います。 

使用する場合は金属のカバーを外して各種装置や信号を接続します。 

＊＊＊コネクターのピン番号と機能＊＊＊ 

  １、３～６、８、１０～１２、１７は計測システム用（接続禁止） 

  ２ピン ――――― 外部への電源（３．３Ｖ５０ｍＡ） 

  ７ピン ――――― 外部同期信号（入力０～３．０Ｖ） 

  ９ピン ――――― イベント信号（入力立下がり０～３．０Ｖ） 

 １３ピン ――――― イベント信号のビット０（値１） 

 １４ピン ――――― イベント信号のビット１（値２） 

 １５ピン ――――― イベント信号のビット２（値４） 

 １６ピン ――――― イベント信号のビット３（値８） 

 １８ピン ――――― ＤＡ出力（０～３．０Ｖ） 

 １９、２０ピン ―― ＧＮＤ 

  接続コネクター FX2C-20S-1.27DSA（ヒロセ電機株式会社） 

 リセット釦（記録したデータは保存されます。） 

外部制御コネクターの上に小さい穴があります。 

１φ程度のピンで押しますとリセットして初期化します。 

ＬＴ－２００がフリーズした時や、長時間放置してカレンダーの日時が狂った場合 

などに使用します。 

記録したデータはリセットしても保存されます。 

状況によっては計測条件が変わっている場合があります。 

計測条件とカレンダーを確認して正しく設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６ 

１－４ ＬＴ－２の操作釦とＬＥＤの機能 
                                                        

 電源ＯＮ／ＯＦＦ 

スライドスイッチでＯＮ／ＯＦＦします。 

右にスライドすると電源ＯＮ、左にスライドすると電源ＯＦＦになります。 

電源ＯＮするとブザー音とともにＬＴ－２の機種とソフトウエアのバージョンを 

表示します。 

Ｒ－Ｔ付センサーを接続している場合Ｒ－Ｔ情報を自動で読み込みます。 

応答がない場合は電池の消耗が考えられます。 

 電源ＯＦＦ 

電源ＯＦＦしても計測周期や温度センサーの種類等の動作条件は記憶しています。 

計測中で記録している状態で電源をＯＦＦしますと、計測中断の処理をしてから 

電源をＯＦＦします。次回記録の続きにデータを書き込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 計測（データの記録）の開始 

Measure の釦を押すと計測を開始します。 

計測前の準備状態では左の“・”が点滅し、計測になると点滅しません。 

Ｒ－Ｔ付センサーの場合“：”が点滅または表示します。 

 計測の停止 

計測中に Measure の釦を長めに押すと計測を停止します。 

表示は“MeasStop”となります。 

再度 Measure の釦を押すと計測を再開します。 

 

 

 

 

 

 

 



 ７ 

１－４ ＬＴ－２の操作釦とＬＥＤの機能 
                                                        

 R-T Read ／ RateSelect 釦の機能 

・R-T Read  ‥‥‥  Ｒ－Ｔ付センサーの読込 

           初期または計測停止の状態で R-T read 釦を押すと、 

           センサーのＲ－Ｔデータを読み込み、Ｒ－Ｔデータを読み 

           込んだチャンネルは“：”を表示します。 

・RateSelect ‥‥‥ 計測周期 (Sample Rate）を変更 

           １０秒以上釦を長押しすると１行目に“SampRate”、 

           ２行目に計測周期と記録できる期間を表示します。 

           一旦釦を離して再度押すと周期が変わります。 

           １秒から２時間まで釦を押すごとに周期が遅くなり、 

           サイクリックに変化します。 

           計測を停止した状態でも変更できます。 

           しばらくすると通常の表示に戻ります。 

 動作ＬＥＤの機能 

温度を計測している時間ＬＥＤが点灯します。 

準備状態では２秒周期で点滅します。 

計測状態では１秒周期では１秒ごとに点灯。 

２秒以上では指定周期で計測時点灯し、周期の途中で１秒ごとに短く点灯します。 

長い計測周期でも動作が確認でき、正常に計測していることが判ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ８ 

１－５ ＬＴ－２の外部との接続 
                                                        

 温度センサーの接続 

ＬＴ－２とＬＴ－２００の温度センサーは共通して使用できます。 

右側面に３.５φステレオプラグを接続できるジャックが２個あります。 

上が１チャンネル、下が２チャンネルになります。 

 温度センサーが校正済みＲ－Ｔデータを持っている場合 

ＬＴ－２およびＬＴ－２００用温度センサーはＲ－Ｔデータを持っています。 

この場合温度センサーを接続してから電源ＯＮして使い始めます。 

自動的にＲ－Ｔデータを読み込み校正した情報で温度に変換します。 

計測途中でセンサーを交換する場合は、計測を停止しセンサーを交換した後 

R-T read 釦を押すとＲ－Ｔ情報を読み込みます。 

Ｒ－Ｔデータを持っている温度センサーの左には“：”の表示がでます。 

 ＵＳＢコネクター 

右側面にＵＳＢミニプラグ用の接続部があります。 

パソコンと最初に接続する時にＵＳＢデバイスドライバーをインストールします。 

接続には付属のＵＳＢケーブルを用います。 

 ＵＳＢコードを接続する前にパソコンにソフトウエアをインストールして、 

 ＵＳＢドライバーをインストールできるようにＣＤをセットした状態でＵＳＢ 

 コードを接続します。 

 ２－２章を参照してＵＳＢドライバーのインストールを行います。 

 

ＵＳＢを接続している間、電源はＵＳＢから供給されます。 

ＵＳＢ接続中は計測しながら電池の交換が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ９ 

２－１ ソフトのインストール 
                                                          

ソフトはＣＤ－ＲＯＭで供給されます。 

 ＣＤ－ＲＯＭをセットすると自動的にインストーラが起動してインストールを 

開始します。 

Windows10/ 8 ではタップの指示と操作の選択表示が出ます。 

 

       クリックします。 

 

 

       操作の選択がでます。 

       “setup.exe の実行”を 

       クリックします。 

 

 

 

 

 

                     Windows7 では自動再生で 

                     “setup.exe の実行”を 

                     クリックします。 

 

 

 

自動起動しない場合はＣＤをセットした“ＬＴ－２００Ｓ” の表示があるドラ 

イブの“setup”（アプリケーション）をクリックすると起動します。 

 

 

                           インストール開始の 

                           表示がでます。 

 

 

 

 

 

 

                           “次へ”をクリック。 

 

 



 １０ 

２－１ ソフトのインストール 
                                                          

 使用許諾書がでて、同意するか確認します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                           “同意します”を 

                           チェックして“次へ” 

                           をクリック。 

 インストール先を確認します。 

                           インストール先を変 

                           更したい場合は 

                           “変更”をクリック 

                           してインストール先 

                           を指定します。 

 

 

 

 

 

                          “次へ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １１ 

２－１ ソフトのインストール 
                                                          

 インストール先の確認表示がでます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                           “インストール”を 

                            クリック。 

 

 

インストールを開始すると進行表示がでますのでそのまま待ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １２ 

２－１ ソフトのインストール 
                                                          

 ユーザーアカウント制御のメッセージがでます。 

Windows10 の場合 

 

 

 

 

 

 

                         “はい”をクリック。 

 

 

Windows8 / 7 の場合 

 

 

 

 

 

                         “はい”をクリック。 

 

 

 

 インストールが完了した表示がでます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          “完了を”クリック。 

 

以上でインストールは終了しました。 

 

 



 １３ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 ） 
                                                          

ＬＴ－２００用ソフトをインストールした後ＣＤを取り出さないでそのままにします。 

ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２をＵＳＢポートに接続します。 

 Windows10/ 8 のＵＳＢデバイスドライバー 

Windows10/ 8 ではドライバーをインストールする確認メッセージも、 

インストールウイザードも出ません。 

自動的にインストール作業が行われます。 

自動で行われるインストールでは正常に設定できません。 

“正しくインストールされませんでした。”のメッセージも出ません。 

 デジタル署名の無効化（64bit 版のみ） 

(32bit 版では無効化は不要です、１７ページのコントロールパネルから行います。） 

付属のデバイスドライバーはデジタル署名がないため、このままインストールを行

うと警告メッセージが出てインストールできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル署名を無効化してからインストールします。 

 すでにＬＴ－２００Ｒのデバイスドライバーがインストールされている場合、 

ＬＴ－２００Ｓのドライバーをインストールする必要はありません。 

 

 

 

 

 



 １４ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 ） 
                                                          

 Windows10 ではスタートメニューから 

“設定”をクリック。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                 設定の中から“更新とセキュリティ”を 

                 クリックします。 

 

 更新とセキュリティから“回復”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ＰＣの起動をカスタマイズする”の下にある“今すぐ再起動する”を 

クリックします。１６ページのオプションの選択に行きます。 



 １５ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 ） 
                                                          

  Windows8 ではチャーム（右側のバー）から 

“設定”をクリックします。 

 

 

  

                    チャームバーが広くなります。 

 

 

 

 

 

 

                    右下の“ＰＣ設定の変更”をクリック。 

 

 

 ＰＣ設定から“全般”を選択。 

           右下にあるＰＣの起動をカスタマイズするの 

           下にある“今すぐ再起動する”をクリック。 

           （表示が出ない場合は下にスクロールします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページのオプションの選択になります。 



 １６ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 ） 
                                                          

 オプションの選択から 

“トラブルシューティング” 

をクリック。 

 

 

 

 トラブルシューティングから 

“詳細オプション”をクリック。 

 

 

 

 

 

 詳細オプションから 

 

“スタートアップ設定”を 

クリック。 

 

 

 

 スタートアップ設定の右下 

“再起動”をクリック。 

 

 

 

 

 ＰＣが再起動すると設定画面が 

でます。 

“ドライバー署名の強制を無効にする” 

を選択するためキーボードの７を 

押します。 

 

この機能は再起動または電源をＯＦＦ 

すると解除します。 

 



 １７ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 ） 
                                                          

 Windows10 ではスタート 

メニューを右クリックして 

“コントロールパネル”を 

クリックします。 

 Windows8 では Windows キーと 

Ｘキーを同時に押します。 

 

 

 

 

 

 

 

                 “コントロールパネル”を 

                 クリックします。 

 

 以下は Windows10，8 の 64bit，32bit 共通の処理になります。 

“コントロールパネル”の“システムとセキュリティ”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “システムとセキュリティ”から“システム”を選びます。 

“システム”の左上の“デバイスマネージャー”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １８ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows7 ） 
                                                          

 ソフトをインストールしたＣＤ－ＲＯＭを取出さないでそのままにします。 

ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２をＵＳＢポートに接続します。 

自動で行われるインストールでは正常に設定できません。 

 Windows7 

次のメッセージが出ない場合は以下の処理は必要ありません。 

画面の右下に“デバイスドライバーソフトウェアは正しくインストールされません

でした。”と表示が出ます。 

 

 

 

 

クリックすると次の表示がでます“閉じる”をクリック。 

 

 

 

   

 

 

 

 左下のスタート釦を押し、右側の“コンピューター”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

                       ← 

 

 

 

 

 

 

 

 



 １９ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 / 7 共通 ） 
                                                          

 Windows7 でデバイスマネージャーを開く時（スタートから“コンピュータ”） 

・コンピューター表示の左上にある“システムのプロパティ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

・システム表示の左上にある“デバイスマネージャー”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 デバイスマネージャーの“ほかのデバイス”の下に黄色い三角の付いた 

“LT-200S Series”があります。 

これが正しくインストールされなかったデバイスです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２０ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 / 7 共通 ） 
                                                          

 “LT-200S Series”を右クリック、“ドライバーソフトウエアの更新”をクリック。 

   

 

 

 

 

 

 ドライバーの更新方法を聞いてきます。“..手動で検索..”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照場所を聞いてきます。 

プログラムＣＤのドライブを指定します。（この例は“ D：¥ ”） 

サブフォルダーも検索するにチェックを入れて、“次へ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２１ 

２－２ ＵＳＢドライバーのインストール（ Windows10/ 8 / 7 共通 ） 
                                                          

 セキュリティの確認を求めてきます。“..インストールします”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インストールの表示が出ます。 

   

 

 

 

 

 

  ドライバーが正常に更新された表示が出ます。ＣＤを取りだして終了です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“閉じる”をクリック。 

 デバイスマネージャーを見ると、ユニバー 

サルバス（ＵＳＢ）に“Gram LT-200S USB” 

の表示が出ています。 



 ２２ 

２－３ ＵＳＢドライバーが正常動作しない場合 
                                                          

 ＬＴ－２００用ソフトウエアを起動した時、“FTD2XX.dll や FTD2XX_NET.dll 

が存在しません”のエラーが出た場合は、ＵＳＢドライバーのインストールが 

行われていません。 

２－２章の手順に従ってインストール作業を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正常に動作しない場合、デバイスマネージャーを開いて“Gram LT-200S USB” 

のデバイスを削除して最初からやり直すか、“ドライバーソフトウエアの更新” 

からやり直します。 

 

 

 

 

 

 

削除を選択すると確認が出ます。 

“．．削除する”にチェックを入れてＯＫをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

削除後一旦ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２を外してから、再度接続し２－２章に 

従ってインストールします。 

 パソコンの状態によってはデバイスの登録に時間がかかります。 

３０秒ぐらいたってからＬＴ－２００用ソフトを起動してください。 



 ２３ 

２－４ ソフトのアンインストール 
                                                          

 インストールしたソフトを削除する方法を示します。 

ＬＴ－２００用のソフトだけ削除します。データ等は個別に削除してください。 

Windows10/ 8 では１７ページ、Windows7 は１８ページのスタート釦を参照して 

スタートから“コントロールパネル”を開き、“プログラム”の中の“プログラム

のアンインストール”をクリックします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールされているプログラムから“LT-200S”をクリックします。 

上部に“アンインストール”の表示がでます。 

“アンインストール”をクリックします。 

 

                            

                          削除の確認がでます。 

                          “はい”をクリック。 

 

ユーザーアカウント制御が出ます。 

 

 

 

 

 

                        “はい” をクリックします。 

                        プログラムが削除されます。 

 

 



 ２４ 

２－５ ＵＳＢドライバーのアンインストール 
                                                          

 ◎ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２をＵＳＢポートに接続します。 

 デバイスマネージャーの開き方は Windows10/ 8 では１７ページ、Windows7 は 

１９ページを参照して“デバイスマネージャー”をクリックします。 

 デバイスマネージャーのユニバーサルシリアルバスコントローラー”の“＋”記号 

をクリックします。 

 “Gram LT-200S USB”を右クリックして“削除”を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンインストールの確認が出ます。 

 

 

 

 

 

 

                        “．．削除する”にチェックを 

                        入れてＯＫをクリックします。 

 

 

ＬＴ－２００ＳまたはＬＴ－２を外します。 

 

 

 

 

 

 



 ２５ 

３－１ 計測データの読み込み（メニュー“ＬＴの制御”） 
                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールバーとメニューの関係 

       ファイルを開く 

       計測データの読み込み 

       計測条件設定 

       リアルタイムモニター 

  “ＬＴの制御”から“計測データの読み込み”をクリックすると格納するファ 

イル名を入力する画面がでます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２６ 

３－１ 計測データの読み込み 
                                                        

 ファイル名を入力するとデータを読み込み始め、プログレスバーが出ます。 

バーにある中止釦をクリックすると読み込みを中止します。 

 

 

 

 

 

 

ＬＴ－２００Ｓのディスプレーには“Data Transfer”と表示します。 

ＬＴ－２のディスプレーには“DataTran”と表示します。 

 複数記録の処理 

複数記録とは、メモリーが残っている状態で計測を停止し、再度記録を始めたため 

複数の記録が行われたデータをいいます。 

このような記録を読み込みますと、全部の記録を１データとして指定したファイル 

名称で作成し、この他に１回分のみが記録されたファイルを回数分作成します。 

単独のファイル名称は記録順序に従い、指定したファイル名称_1、_2、_3 

と自動的に番号を付加してファイルを作成します。 

複数記録から作成されたすべてのファイルは正しい時間情報を保持しています。 

 複数記録のジャンプ機能 

全ての記録を１データとして作成したファイルには、データの区切りにジャンプ 

できる機能があります。 

これが“複数記録の先頭にジャンプ”の働きです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２７ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

ＬＴ－２００Ｓの電源をＯＮした後、パソコンと接続します。 

“ＬＴの制御”から“計測条件設定”をクリックします。 

 ＬＴ－２００ＳＢを例に設定ダイアログを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計測周期 

計測してメモリーに記憶する周期を 

指定します。 

計測周期と残りのメモリー量から 

計測可能な時間を下に表示します。 

 

 

 

 



 ２８ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

 メモリー初期化  

記録したデータがある場合釦が有効になり、クリックすると記録を消去します。 

（復元できません。） 

 開始時間指定  

計測を開始する時間を指定すると、指定した時間から計測を行います。 

開始時間指定のチェックボックスをＯＮにすると、開始時間の入力窓が開きます。 

現在の時刻が設定されています。 

開始時間の入力窓をクリックすると 

日付と時刻の設定ダイアログがでます。 

年から秒まで項目ごとにアップダウン 

して設定できます。 

開始時間を指定してＯＫ釦をクリック 

します。 

指定時刻になると自動的に計測状態になります。 

 ロガーの時計－時計の設定  

表示している現在の時刻を修正して、“時計の設定”釦を押すと指定した時刻が 

設定されて時計が動き始めます。 

ロガーの時計欄をクリックすると、開始時間指定と同じ設定ダイアログがでます。 

変更したい項目を書き換えてから時計の設定釦を押します。 

 外部同期計測 

外部の信号で計測状態を制御できます。 

信号は外部制御コネクターに入力し、制御信号の電圧レベルは０～３.３Ｖです。 

外部同期計測では１データごとに記録した時刻も記憶しますので記録できる 

容量が通常の半分になります。 

・レベル同期で信号Ｈ（↑）の場合 

 信号がＨの間、計測周期に従って記録します。 

 外部信号がＨになった瞬間に計測を行い、以後計測周期に従って記録します。 

・レベル同期で信号Ｌ（↓）の場合 

 信号がＬの間計測周期に従って記録します。 

・トリガーで信号Ｈ（↑）の場合 

 外部信号がＬからＨに変化した立ち上がりの瞬間に記録します。 

 変化したときだけ記録し、ランダムな時刻に記録します。 

・トリガーで信号Ｌ（↓）の場合 

 外部信号がＨからＬに変化した立ち下がりの瞬間に記録します。 

 

 



 ２９ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

 温度チャンネルの外部設定釦 

外部設定釦は接続しているセンサーや設定状態で色が変わります。 

・緑色はＬＴ－２００Ｓが持っている登録済みサーミスタの情報を用いて温度に 

 変換しています。 

 使用しているサーミスタに合わせて選択します。 

・青色は独自のＲ－Ｔテーブル、または Steinhart-Hart やＢ定数を指定して温度に 

 変換しています。 

・釦がディセーブルの場合はセンサー自体が持っているＲ－Ｔデータに基づいて 

 温度に変換しています。設定を変更することはできません。 

 変更するには、Ｒ―Ｔデータを持っているセンサーを外し、Ｒ－Ｔデータを 

 再読み込みまたは電源をＯＦＦして再度ＯＮすると設定が可能になります。 

外部設定釦をクリックすると温度変換条件を設定するダイアログが出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ定数の設定は、Ｂ定数、基準温度、基準温度における抵抗値を入力します。 

Steinhart-Hart の設定はａ定数、ｂ定数、ｃ定数を入力します。 

いずれの数値も小数点以下の数値および指数表示での入力が可能です。 

温度センサーの選択、Ｂ定数、Steinhart-Hart の設定を行うと、独自テーブルに 

指定した条件の温度と抵抗値を表示します。 

設定した条件が正しいか必ず確認して使用してください。 

 



 ３０ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

 登録済みサーミスタメーカー／ＲＴＤ 

登録済みセンサーの種類は非常に多いので 

メーカーを選択します。 

・ＲＴＤ（測温抵抗体）で使用可能なのは 

 ５００Ωと１０００Ωのみです。 

・ＪＩＳサーミスタはＪＩＳＣ１６１１に 

 規定されているもので、市販の温度セン 

 サーが使用できます。 

 その他はサーミスタメーカーで、使用するサーミスタに合わせて選択します。 

 製品名  

選択したメーカーの製品の種類を選択 

します。 

 

 

 

 

 温度センサー（抵抗値）選択 

使用するセンサーの抵抗値を選択します。 

登録済みセンサーを指定すると 

Ｂ定数と Steinhart-Hart 釦はグレーになり 

Steinhart-Hart の横に選択方法を表示します。 

 Ｂ定数   

Ｂ定数は、Ｂ定数、基準温度、基準温度における抵抗値を入力します。 

Ｂ定数を設定した場合は釦が青色になります。 

 Steinhart-Hart 

Steinhart-Hart はａ定数、ｂ定数、ｃ定数を入力します。 

設定した場合は釦が青色になります。 

 独自のＲ－Ｔテーブルを作成 

独自のＲ－Ｔテーブルを作成をチェックＯＮにするとテーブル開始温度と温度 

範囲の設定が可能になります。 

必要な範囲になるように選択します。 

通常は各温度における抵抗値を設定していきます。 

登録済みＲ－Ｔテーブル、Ｂ定数、Steinhart-Hart の値から修正したい場合は 

温度範囲を指定してから各方法で選択すると、抵抗値が移りますので、抵抗値を 

修正した後、独自のＲ－Ｔテーブルを作成をチェックＯＮします。 



 ３１ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

 独自のＲ－Ｔテーブルを作成－外部ファイル記憶 

独自のＲ－Ｔテーブルとして設定した値をファイルとして記憶します。 

 独自のＲ－Ｔテーブルを作成－外部ファイル読込 

上記で記憶したファイルを読み出して設定します。 

 記憶  

このダイアログ全体の情報を記憶します。記憶してあると釦が緑色になります。 

 呼出 

温度センサーの種類を設定のダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

呼出をクリックすると設定してある条件を呼び出して変わります。 

 電圧入力チャンネルにはチャンネルごとに設定できる項目はありません。 

 低電力で計測する 

小さなサーミスタを気温計測に用いた場合、計測のため発生する電力による自己 

発熱が誤差要因になります。 

チェックＯＮにすると計測に用いる電力を約１／１０にします。 

低電力にすると高い抵抗値やコードを伸ばした場合にノイズの影響を受けやすく 

なります。 

必要な場合以外は設定しないでください。 

 電圧の平均化処理 

チェックＯＮすると、計測時刻の前後同じ時間幅の電圧を平均して記録します。 

例えば５秒周期の計測では、記録の２.５秒前から記録時刻の２.５秒後までの 

平均した電圧を記録します。 

１０秒周期以上では±４秒の平均になります。 

 一括設定 

チェックＯＮにすると、外部設定釦のうち設定可能なものを同じセンサーに 

設定できます。 

外部設定をクリックしてセンサーを選択して“設定”を押します。 

ＲＯＭ付センサー、Ｂ定数、Steinhart-Hart、独自Ｒ－Ｔは設定されません。 

 ケーブル抵抗 

細いケーブルで温度センサーを延長すると、コードの抵抗値が精度に影響します。 

この欄にコードの抵抗値を設定すると、計測した抵抗から減算して温度に変換し 

ます。 

 

 



 ３２ 

３－２ ＬＴ－２００Ｓの動作条件を設定 
                                                        

 差分表示 

通常各チャンネルの温度または電圧を表示していますが、この欄に設定すると 

任意のチャンネル間の差分データを表示できます。 

例えば“1-2”と記入すれば、１チャンネルから２チャンネルを引いた温度を、 

差分を設定したチャンネルに表示します。 

温度と電圧チャンネルはそれぞれのグループ内でのみ機能します。 

 ＤＣ出力ＯＮ 

ＤＡコンバータの出力をＯＮにします。 

各チャンネルに掛けた係数の合計と、付加（オフセット）の値を加算した結果に 

比例してＤＣ出力します。乗数付加算平均した温度の出力が得られます。 

ＤＡコンバータは１０ビットで最大出力電圧は約３Ｖです。  

出力インピーダンスが高いので、入力インピーダンスの高い機器を接続してくだ 

さい。 

 表示している時間 

キー操作をするとディスプレーに表示します。 

キー操作後表示している時間を秒単位で設定します。 

－１を設定すると表示が消えることはありません。（デフォルト） 

設定できる範囲は１０～５０００です。 

ディスプレーを消すようにすると電池の動作時間が長くなります。 

 キープロテクト 

キープロテクトをＯＮにするとＵＳＢを接続していなければキー操作ができな 

くなります。 

被験者が機器を操作することを防ぎます。 

ただし電池電圧の低下で警報がでてもブザーを止めることができません。 

 動作ＬＥＤ点灯 

動作ＬＥＤを点滅させるか消すか選択します。（デフォルト点灯） 

 電源周波数 

計測に用いているＡＤコンバータの交流ノイズ除去性能を最適化します。 

使用される地域の周波数を指定します。 

 記憶 

このダイアログ全体の情報を記憶します、記憶してあると釦が緑色になります。 

 呼出 

動作条件の設定ダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

呼出をクリックすると設定してある条件を呼び出して変わります。 



 ３３ 

３－３ ＬＴ－２の動作条件を設定 
                                                        

ＬＴ－２の電源をＯＮした後、パソコンと接続します。 

“ＬＴの制御”から“計測条件設定”をクリックします。 

 ＬＴ－２の設定ダイアログを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計測周期 

計測してメモリーに記憶する周期を 

指定します。 

ＬＴ－２で設定できる計測周期は 

１秒から２時間です。 

計測周期と残りのメモリー量から 

計測可能な時間を下に表示します。 

 

 メモリー初期化  

記録したデータがある場合釦が有効になり、クリックすると記録を消去します。 

（復元できません。） 

 ＬＴ－２に存在しない機能 

・外部同期計測、・温度センサーの自己校正 

・ＬＣＤを表示している時間、・キープロテクト 

・ＤＣ出力 

・電圧入力および電圧の平均化処理 



 ３４ 

３－３ ＬＴ－２の動作条件を設定 
                                                        

 開始時間指定  

計測を開始する時間を指定すると、指定した時間から計測を行います。 

開始時間指定のチェックボックスをＯＮにすると、開始時間の入力窓が開きます。 

現在の時刻が設定されています。 

開始時間の入力窓をクリックすると 

日付と時刻の設定ダイアログがでます。 

年から秒まで項目ごとにアップダウン 

して設定できます。 

開始時間を指定してＯＫ釦をクリック 

します。 

指定時刻になると自動的に計測状態になります。 

 ロガーの時計－時計の設定  

表示している現在の時刻を修正して、“時計の設定”釦を押すと設定されて 

時刻が変化していきます。 

ロガーの時計欄をクリックすると、開始時間指定と同じ設定ダイアログがでます。 

変更したい各項目を書き換えてから時計の設定釦を押します。 

 温度チャンネルの外部設定釦 

説明は２９、３０，３１ページを参照してください。 

 低電力で計測する （説明は３１ページを参照してください。） 

 ケーブル抵抗 （説明は３１ページを参照してください。） 

 ２ｃｈの表示 

２ｃｈの表示を選択できます。 

“順次表示を変更する”を指定すると 

２ｃｈの温度から電池電圧までを 

サイクリックに４秒ごとに変わります。 

１－２ｃｈは１ｃｈから２ｃｈを引いた温度差になり先頭に“ｚ”を表示します。 

計測周期は選択した周期と残りのメモリーから記録できる時間を表示します。 

 動作ＬＥＤ点灯 （動作ＬＥＤを点滅させるか消すか選択します。） 

 電源周波数 （使用される地域の周波数を指定します。） 

 記憶、呼出 

動作条件の設定ダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

このダイアログ全体の情報を記憶でき、呼出しで記憶した情報を読み出します。 

 



 ３５ 

３－４ リアルタイムモニター 
                                                        

“ＬＴの制御”から“リアルタイムモニター”をクリックすると格納するファイル名 

を入力する画面がでます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル名を入力するとリアルタイムの動作条件を設定するダイアログが出ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３６ 

３－４ リアルタイムモニター 
                                                        

 計測周期  

リアルタイムで計測してパソコンに記録する周期を 

指定します。 

ＬＴ－２では１秒から５分までの選択になります。 

 

 

 表示するデータを指定 

各チャンネルの表示の有無と、平均温度の表示の有無を指定します。 

チェックＯＮしたチャンネルを表示します。 

ＬＴ－２では１と２ｃｈのみ設定できます。 

 各チャンネルのグラフの色指定 

各チャンネルを右クリックすると色設定の画面が出ます。 

希望する色を選んで設定します。 

 平均温度の乗数設定 

平均温度の乗数は数値表示、グラフ表示、リアルタイム、テキスト変換共通で 

使用しますので、リアルタイムの動作条件では設定できません。 

サンプルデータを表示させて、“数値／グラフ表示”の“平均温度の係数”を 

開いて設定してください。 

 表示条件－横軸の表示幅 

表示するグラフの横軸（時間軸）の幅をデータ点数で指定します。 

 表示条件－時間単位 

グラフ横軸の時間の単位を指定します。 

時刻は年月日と時間、分と秒を表示します。 

 表示条件－スクロール量(％) 

グラフが右端まで来た時、画面が左に移動する量を指定します。 

数値が小さいほど移動量が少なくなります。 

 表示条件－温度範囲 

グラフの温度（縦軸）の範囲を℃で指定します。 

 表示条件－電圧範囲 

グラフの電圧（縦軸）の範囲をｍＶで指定します。 

 表示条件－小数点桁数 

温度、電圧の数値表示の小数点以下の桁数を指定します。 

 



 ３７ 

３－４ リアルタイムモニター 
                                                        

 表示条件－数値表示部の幅を広く 

チェックＯＮするとグラフ左の数値表示部分を広くします。 

表示桁数が多くて見にくい時に指定します。 

 表示条件－各チャンネルを個別に表示 

グラフを１チャンネルごとに立積みに表示します。 

 表示条件－チャンネルごとの表示条件 

１チャンネルごとにグラフの表示条件を指定できます。 

細かい温度変化を見たいチャンネルは別のスケールで表示できます。 

記録番号を付けて１～９まで設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Default 

リアルタイムの動作条件を記憶して、呼び出すごとにその条件を表示します。 

記憶してあると釦が緑色になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３８ 

３－４ リアルタイムモニター 
                                                        

 

 

 

 

 リアルタイム終了－終了釦 

赤い“終了”釦をクリックするとリアルタイムモニターを終了します。 

釦の下に計測したデータ数を表示しています。 

ＬＴ－２００の画面右上の閉じるボタンで終了することもできます。 

 リアルタイム終了－動作条件 

“動作条件”をクリックすると、リアルタイム中に動作条件を変更してグラフの 

表示を変えることができます。 

計測周期は変更できません。 

 リアルタイム終了－テキスト作成 

“テキスト作成”をクリックすると記録したデータをテキストファイルに変換 

できます。 

詳細は５－１章 テキスト変換を参照してください。 

格納名称を指定してテキストあるいはＣＳＶファイルを作れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３９ 

３－５ 温度センサーの自己校正 
                                                        

“ＬＴの制御”から“温度センサーの自己校正”をクリックします。 

ＬＴ－２には自己校正の機能はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校正方法 

・１点法 ある温度で校正しその温度誤差分を全温度範囲に適用する。 

     狭い温度範囲で使用する場合は高い精度が得られます。 

・２点法 １０℃以上離れた２点の温度で校正を行う。 

     誤差は２点間を直線補間して算出する。 

     広い温度範囲で誤差を少なくできます。 

以前に校正した事がある場合、この校正情報を有効にするか無効にするか設定で 

きます。設定状態により有効／無効の釦が表示されます。 

 基準にするデータを指定 

通常は基準になるセンサーを用いて、基準センサーとの誤差を校正対象のセン 

サーで補正するように記憶します。 

基準にするセンサーがない場合は計測センサー全てにチェックを入れますと、 

平均温度との差で補正します。これでセンサー間の誤差は最小になります。 

 校正するデータを指定 

誤差を補正するセンサーをチャンネルごとに指定します。 

 



 ４０ 

３－５ 温度センサーの自己校正 
                                                        

 誤差の補正値 

基準にするセンサーの校正温度における誤差が判っている場合、その差を設定 

して補正できます。 

設定する値は加算すると正しい温度になるように指定します。 

 校正ダイアログのＯＫをクリックすると校正を開始し校正釦を表示します。 

ＬＴ－２００Ｓには“CALIBRATION”と表示します。 

 

 

 

 

 

校正釦の下には現在計測中の基準センサーの温度を表示します。 

校正に良い温度になったら“校正”釦をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

校正中の表示に変わり２０秒ほどで終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了のメッセージが出て、ＯＫすると校正値が保存されます。 

＊注意＊ 

 校正した結果は温度センサーに記憶するのではなく、ＬＴ－２００Ｓのメモリー 

 に記憶しています。 

 このため温度センサーを入れ替えると間違った補正を行ってしまいます。 

 校正機能を用いる場合は、計測する直前に行うか、センサーを入れ替えること 

 がないようにして使用してください。 

 

 



 ４１ 

３－６ 記録時テキストファイルを作成 
                                                        

“ＬＴの制御”から“記録時テキストファイルを作成”をクリックすると、チェックを 

ＯＮ／ＯＦＦできます。 

チェックＯＮで計測データの読み込みを行うか、リアルタイムモニターを起動した 

時に記録と同時にテキストファイルを作成する条件を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＣＳＶファイルを作成 

テキストのデータの区切りはタブで行いますが、ＣＳＶを指定するとカンマで 

区切りを行います。エクセル等で読み込みやすくなります。 

ＣＳＶファイルの時間は年月日と時間分秒に分かれて表記されます。 

 データ情報を付加 

チェックを付けるとテキストの最初の行に変換対象のチャンネル番号および平均 

温度の情報を付加します。 

 テキストの付加情報 

１計測時間ごとに付加情報を付けます。 

付加する情報は次の中から選択します。 

 

 

 温度の小数点以下の桁数 

温度をテキストに変換する時の小数点以下の桁数を指定します。 

 電圧の小数点以下の桁数 

電圧をテキストに変換する時の小数点以下の桁数を指定します。 

 Default 

ダイアログの設定を記憶して、呼び出すごとにその条件を表示します。 

記憶してあると釦が緑色になります。 



 ４２ 

３－７ リアルタイム条件をスキップ 
                                                        

“ＬＴの制御”から“リアルタイム条件をスキップ”をクリックすると、チェックを 

ＯＮ／ＯＦＦできます。 

 テキストファイルを作成する条件のスキップ 

３－６章“記録時テキストファイルを作成”と、“リアルタイム条件をスキップ” 

の両方のチェックがＯＮで、“記録時テキストファイルを作成”ダイアログの 

“Default”が設定されて緑色の場合は、テキストファイルを作成する条件は 

表示しません。 

テキストを作成する条件は“Default”で設定した内容になります。 

 リアルタイムの動作条件のスキップ 

“リアルタイム条件をスキップ”のチェックがＯＮで、リアルタイムモニターの動作

条件ダイアログの“Default” が設定されて緑色の場合は、動作条件は表示しません。 

リアルタイムが動作する条件は“Default”で設定した内容になります。 

 リアルタイムの開始動作 

メニューで“リアルタイムモニター”をクリックします。 

記録するファイル名称を指定して、“保存”をクリックすると条件を聞かずに 

リアルタイムをすぐに開始します。 

 “Default”の内容の変更方法 

“リアルタイム条件をスキップ”のチェックをＯＦＦします。 

メニューで“リアルタイムモニター”をクリックします。 

“記録時テキストファイルを作成”がチェックＯＮならテキストファイルの作成 

条件を表示しますので、条件を変更して“Default”をクリックして“はい”を 

クリックします。 

“ＯＫ”をクリック。 

 

 

 

 

 

 

“リアルタイムモニターの動作条件”を表示します。 

条件を変更して“Default”をクリックして“はい”をクリックします。 

条件の変更だけであれば“キャンセル”をクリックして終了します。 

 

 

 



 ４３ 

４－１ マークジャンプ（メニューの“数値／グラフ表示”） 
                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールバーとメニューの関係 

       印刷（印刷条件の設定なしで印刷します） 

       マークジャンプ 

       複数記録へジャンプ 

       数値表示 

       グラフ表示 

       表示条件の変更 

       テキスト変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４４ 

４－１ マークジャンプ、複数記録へジャンプ 
                                                        

“数値／グラフ表示”から“マーク 

ジャンプ”をクリックすると、グラフ 

上で設定されたマーク位置を選択す 

るダイアログが出ます。 

アクティブになっているグラフや 

数値表示が指定したマークを先頭 

にした表示に変わります。 

各マークにコメントや標記（名称） 

を付加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“数値／グラフ表示”から“複数記録へ 

ジャンプ”をクリックすると、複数記録 

全体のファイルにおいてデータの 

区切り位置を選択するダイアログが 

出ます。 

アクティブになっているグラフや 

数値表示が指定した区切りを先頭 

にした表示に変わります。 

区切りにコメントや標記（名称） 

を付加することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４５ 

４－２ 数値表示 
                                                        

“数値／グラフ表示”から“数値表示”をクリックすると数値の表示条件を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示するデータを指定 

各チャンネルの表示の有無と、平均温度の表示の有無を指定します。 

チェックＯＮしたチャンネルを表示します。 

ＬＴ－２では１と２ｃｈのみ有効です。 

 表示条件－表示開始時間 

指定した時間の単位に従った数値で、表示の先頭位置を指定します。 

 

時刻を指定した場合開始時間の下に 

記録の先頭時刻が表示されます。 

表示開始時間をクリックすると 

日付と時刻の設定ダイアログがでます。 

下の先頭時刻を参考にして 

年から秒まで項目ごとにアップダウンして設定します。 

 表示条件－時間単位 

数値表示の時間欄の単位を指定します。 

表示開始時間の指定もこの単位に従います。 

 

 

 



 ４６ 

４－２ 数値表示 
                                                        

 表示条件－表示桁数 

数値の表示桁数を設定します。数値が消えないよう余裕を持って設定します。 

 表示条件－温度の小数点以下の桁数、電圧の小数点以下の桁数 

温度、電圧の数値表示の小数点以下の桁数を指定します。 

 表示条件－印刷の行数／ページ 

数値を印刷する時１ページに印刷する行数を指定します。 

用紙やプリンターに合わせて設定します。 

 表示条件－データ数を表示 

チェックＯＮすると数表の左の位置に０起算のデータ数を表示します。 

 表示条件－時間を表示 

チェックＯＮすると、時間単位に従った計測時間を表示します。 

 記憶 

このダイアログ全体の情報を記憶します。 

記憶してあると釦が緑色になります。 

 呼出 

数値表示のダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

呼出をクリックすると設定してある条件を呼び出して変わります。 

 コンテキストメニュー 

数値表示の画面上でマウスを右クリック 

するとメニューが表示されます。 

表示条件を選ぶと表示条件を設定する 

ダイアログを表示します。 

フォントを選ぶとフォントを選択でき 

数値表示の文字を変更できます。 

印刷に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４７ 

４－３ グラフ表示 
                                                        

“数値／グラフ表示”から“グラフ表示”をクリックするとグラフを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表示するデータを指定 

各チャンネルの表示の有無と、平均温度の表示の有無を指定します。 

チェックＯＮしたチャンネルを表示します。  

ＬＴ－２では１と２ｃｈのみ有効です。 

 グラフの色指定 

各チャンネルを右クリックすると色設定の画面が出ます。 

希望する色を選んで設定します。 

 表示条件－表示開始時間 

指定した時間の単位に従った数値で、 

表示の先頭位置を指定します。 

時刻を指定した場合開始時間の下に 

記録の先頭時刻が表示されます。 

表示開始時間をクリックすると 

日付と時刻の設定ダイアログがでます。 

下の先頭時刻を参考にして年から秒まで項目ごとにアップダウンして設定します。 



 ４８ 

４－３ グラフ表示 
                                                        

 表示条件－時間単位 

グラフ表示の時間欄の単位を指定します。 

表示開始時間の指定もこの単位に従います。 

 表示条件－横軸の表示幅 

データ数でグラフ横軸の表示幅を指定します。 

 表示条件－温度範囲 

グラフの温度（縦軸）の範囲を℃で指定します。 

 表示条件－電圧範囲 

グラフの電圧（縦軸）の範囲をｍＶで指定します。 

 表示条件－小数点桁数 

温度、電圧の数値表示の小数点以下の桁数を指定します。 

 表示条件－数値表示部の幅を広く 

チェックＯＮするとグラフ左の数値表示部分を広くします。 

表示桁数が多くて見にくい時に指定します。 

 表示条件－各チャンネルを個別に表示 

グラフを１チャンネルごとに立積みに表示します。 

 表示条件－チャンネルごとの表示条件 

１チャンネルごとにグラフの表示条件を指定できます。 

３－４章 リアルモニターを参照してください。 

 表示条件－各種表示 

・グリッド   グラフにグリッドを表示します。 

・データ名   数値表示部にチャンネル番号を表示します。 

・単位     縦軸の表示範囲を単位も含め表示します。 

 表示条件－マーク表示 

・位置     マークの位置を赤い縦線で表示します。 

・標記     マークに付けた名称を表示します。 

・時間     マークの時間を時間単位に従って表示します。 

 記憶 

このダイアログ全体の情報を記憶します。記憶してあると釦が緑色になります。 

 呼出 

グラフ表示のダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

呼出をクリックすると設定してある条件を呼び出して変わります。 



 ４９ 

４－３ グラフ表示 
                                                        

グラフの表示例です。 

青い縦線は複数記録の先頭です。“複数記録へジャンプ”が使用できます。 

赤い縦線はマークの表示です。“マークジャンプ”が使用できます。 

赤線の下部の数値はマーク位置の時間を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コンテキストメニュー 

グラフ上でマウスを右クリック 

するとメニューが表示されます。 

表示条件の変更を選ぶと表示条件を設定 

するダイアログが出ます。 

 マークの設定／削除にチェックを入れると 

グラフ上でクリックしてマークの設定ができます。 

 

 

 

 

 

 



 ５０ 

４－３ グラフ表示 
                                                        

 チャンネルごとの表示条件 

チャンネル単位で表示条件を設定できるダイアログがでます。 

特定のチャンネルだけ異なる条件で表示するときに指定します。 

あるチャンネルに多重指定すると最後の設定が有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フォントを選ぶとフォントを選択でき 

グラフの文字を変更できます。 

印刷に反映します。 

 マークの設定 

グラフ上で左クリック。 

新しいマークではマーク 

の追加、既存のマークで 

は削除または標記の変更 

ができます。 

 

 

 平均温度の乗数設定 

“数値／グラフ表示”の“平均温度の係数”を開いて設定してください。 

このダイログでは設定できません。 

 

 

 



 ５１ 

４－４ 平均温度の係数 
                                                        

“数値／グラフ表示”から“平均温度の係数”をクリックすると、数値表示とグラ 

フ表示、リアルタイム、テキスト変換における平均温度の重み係数を設定します。 

設定できるのは小数点以下３桁までの数値です。 

平均温度は係数を温度に掛けた値を加算して、係数の加算値で割って求めます。 

加算値の合計が１．０になる必要はありません。 

例えばその温度が示している面積を直接設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値表示およびグラフ表示では、“平均温度の表示”をチェックＯＮにすると 

上記で設定した条件による平均温度が表示されます。 

 記憶 

このダイアログ全体の情報を記憶します。記憶してあると釦が緑色になります。 

 呼出  

平均温度の係数ダイアログを開くと現在の条件を表示します。 

呼出をクリックすると設定してある条件を呼び出して変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５２ 

４－５ 計測した条件の表示 
                                                        

“数値／グラフ表示”から“計測した条件の表示”をクリックすると、計測を開始 

した条件をダイアログで表示します。 

複数記録の各条件は、１回分として切り分けたファイルを開いて表示します。 

このダイアログは表示のみで、設定はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５３ 

４－６ リアルタイムの条件表示 
                                                        

リアルタイムで計測したデータを読み込むと“数値／グラフ表示”のメニューに 

“リアルタイムの条件表示”が出てきます。 

“リアルタイムの条件表示”をクリックするとリアルタイムの動作条件を表示します。 

この他に“計測した条件の表示”で計測した温度センサー等の条件を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５４ 

４－７ その他の機能 
                                                        

 計測データの概要 

記録した各チャンネルの最大、最小、計測周期、開始時間、記録点数、機器番号 

を表示します。 

計測の開始状態を確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイトルにパス名を含める 

ＬＴ－２００Ｓのメイン画面、数値表示とグラフ表示の各画面のタイトルが変わ 

ります。 

 表示条件の変更 

現在アクティブになっている画面の条件を表示します。 

数値またはグラフを複数表示している場合は、アクティブな（一番表面の画面） 

画面の条件を示し、その条件を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５５ 

５－１ テキスト変換（メニューの“データ処理”） 
                                                        

“データ処理”から“テキスト変換”をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変換対象のデータを指定 

変換対象とするチャンネルの有無と、平均温度の有無を指定します。 

チェックＯＮしたチャンネルをテキスト変換します。 

ＬＴ－２では１と２ｃｈのみ有効です。 

 出力方法－データ情報を付加 

“データ情報を付加”にチェックを付けると、テキストの最初の行に変換対象の 

チャンネル番号および平均温度の情報を付加します。 

 出力方法－テキストの付加情報 

１データで１行テキストが発生します。 

付加情報を選ぶとその情報がテキスト 

各行の先頭に付きます。 

計測時刻は複数ファイルや外部同期の 

データでも正しく変換します。 

 出力方法－温度の小数点以下の桁数 

テキストにする温度の小数点以下の桁数を指定します。 

 出力方法－電圧の小数点以下の桁数 

テキストにする温度の小数点以下の桁数を指定します。 



 ５６ 

５－１ テキスト変換 
                                                        

 出力方法－格納名称 

テキストのファイル名称と、テイストの区切り記号の選択を行います。 

ファイルの種類で拡張子が“.txt”を選んだ場合タブ区切りになります。 

“.csv”を選ぶとエクセルに取込みやすいカンマ区切りになります。 

ＣＳＶファイルの時間は年月日と時間分秒に分かれて表記されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変換する時間範囲 

テキスト変換する範囲を 

指定した時間単位で指定します。 

 

時刻を指定した場合時間範囲を 

クリックすると日付と時刻の 

設定ダイアログがでます。 

年から秒まで項目ごとにアップダウンして設定します。 

 変換する時間範囲－時間単位 

変換する範囲の時間単位を指定します。 

 

 Default 

ダイアログの設定を記憶して、呼び出すごとにその条件を表示します。 

記憶してあると釦が緑色になります。 


